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詩
雑
誌

「学
校
」
研
究
０

「
銅
鋸
」
か
ら

「
学
校
」

へ
―
―

杉

浦

静

本
稿
は
、詩
雑
誌

「
学
校
」
の
詩
史
的
位
置
付
け
の
準
備
作
業
と
し
て
、創
刊
ま
で
の
経
緯
を
概
観
し
た
う
え
で
、
全
七
冊
の
内
容
を
各
号
毎

に
紹
介

・
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
に
は
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
を
用
い
、
適
宜
、
日
本
近
代
文
学
館
蔵
の
複
写

（
コ
ピ
ー
）

版
を
参
照
す
る
。
「学
校
」
は
こ
れ
ま
で
、
稀
朝
雑
誌
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
作
品
の
一
部
は
、
伊
藤
信
吉

『
逆
流
の
中
の
歌
―
詩
的
ア
ナ
キ

ズ
ム
の
回
想
―
』
（昭
五
二

・
泰
流
社
）

に
引
用
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
収
録
作
品
の
全
貌
は
未
だ
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。
以
下
、
作
品
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
で
き
る
限
り
、
全
文
を
掲
げ
、
必
要
に
応
じ
て
の
ち
の
詩
集
収
録
形
と
の
異
同
を
付
記
す
る
こ
と
に

す
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
第

一
号
（創
刊
号
）
ま
で
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
二
号
以
下
は
次
回
の
紹
介
に
な
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
詫
び
し
て
お
き

た
い
。

「
学
校
」
前
史
―

「
銅
策
」
終
刊
ま
で

大
正

一
四
年

（
一
九
二
五
）
四
月
に
中
華
民
国
広
州
で
創
刊
さ
れ
、
第
三
号
以
来
、　
日
本
に
於
い
て
刊
行
さ
れ
て
来
た

「
銅
羅
」
が
、

「第

二
次
銅
鎚
」
と
し
て
再

「
出
発
」
し
た
の
は
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
二
月
刊
の
第
十
号

（
編
輯
者
　
手
塚
武
）
で
あ

っ
た
。
第
十
号
は
次
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一
九
八

の
よ
う
な

一
節
を
含
む

「
巻
頭
言
」
を
掲
げ
て
い
る
。

わ
れ
等
何
を
為
す
可
き
で
あ
る
か
―
此
決
定
さ
れ
た
問
題
の
前
に
即
ち
挙
止
札
を
す
る
。

わ
れ
等
は
出
発
当
初
の
精
神
よ
り
し
て
、
友
愛
的
結
合
に
依
り
て
、
同
人
相
互
の
扶
助
的
精
神
に
依
り
て
成
立
す
る
団
体
に
し
て
、
政
治

的
意
識
の
下
に
構
成
さ
れ
し
も
の
に
非
ず
、
故
に
思
想
的
乃
至
は
観
念
的
相
異
よ
り
し
て
分
裂
す
る
こ
と
な
く
、
自
由
主
張
と
自
由
合
意

の
精
神
の
下
に
、　
一
致
協
力
常
に
エ
ゴ
！
の
核
心
に
立
ち
、
よ
り
偉
大
に
依

っ
て
烙
印
さ
れ
し
世
界
感
情
に
依

っ
て
、
新
し
き
実
在
の
探

求
及
び
創
造
を
期
す
。

創
刊
以
来
初
め
て
の

「
巻
頭
言
」
の
掲
出
で
あ
っ
た
。
創
刊
以
来
の
雑
誌
の
理
念
が

「扶
助
的
精
神
」

「
自
由
主
張
と
自
由
合
意
の
精
神
」

に
基
く
個

（
エ
ゴ
）
の
結
合
に
あ

っ
た
と
把
え
返
し
、
さ
ら
な
る
前
進
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
遠
因
に
は
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
芸
聯
盟
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
二
つ
の
立
場
へ
の
分
裂

（
大
正

一
五
年
十

一
月
）
以
来
の
ア
ナ

。
ボ
ル
対
立
が
あ
り
、
近

因
と
し
て
は
、
「銅
鎚
」
同
人
の
な
か
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
系
の
詩
人
の
拾
頭
、　
そ
れ
に
対
立
す
る
赤
木
健
介
と
、　
い
わ
ば
主
流
と
い
う
べ
き
手

塚
武
の
論
争

（
八

・
九
号
）
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
「銅
鋸
」
内
部
に
Λ
政
治
性
Ｖ
を
め
ぐ
る
混
乱
の
予
兆
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら

れ

よ

う
。
こ
の

「巻
頭
言
」
は
、
そ
の

「相
互
扶
助
」
「自
由
合
意
の
精
神
」
な
ど
の
、掲
げ
た
理
念
に
見
ら
れ
る
通
り
、
明
確
に
ア
ナ
系
の
集
団
で

あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
以
後
、
こ
の
傾
向
は
、
加
速
的
に
雑
誌
の
Λ
政
治
色
Ｖ
を
強
め
て
い
っ
た
。　
た
と
え
ば
、
「無
産
階

級
詩
人
の
立
場
か
ら
」
（小
野
十
三
郎

・
第
十

一
号
）
、

「何
が

『
観
念
的
』
で
あ
る
か
―
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
戦
線
内
に
於
け
る
唯
物
弁
証
論
者

へ

の
質
疑
」
（
岡
本
潤

。
第
十
三
号
）
「
行
動
原
理
の
確
立
へ
」
（手
塚
武

。
第
十
四
号
）
等
の
評
論
や
、
「
Ｂ

・
Ｈ

・
Ｓ
と
は
何
か
、
そ
し
て
何
を

欲
し
て
ゐ
る
か
？
」
（
ピ
エ
ル
・
ラ
ム
ス
、
土
方
定

一
訳

・
第
十
三
号
）
「
エ
リ
ゼ

。
ル
ク
リ
ユ
ヘ
の
バ
ク
ー
ニ
ン
の
手
紙
の
断
片
―

一
八
七
五

年
二
月
十
五
日
」
（
土
方
定

一
訳
、
Ｍ

・
ネ
ッ
ト
ラ
ウ
訳
註

・
第
十
四
号
）
「
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
追
憶
に
」

（
１
ハ
ー
ト

・
ボ
タ
ン
ツ
キ
ー

・
ダ

ン
ト
ン
、
土
方
定

一
訳
　
第
十
六
号
）
「
社
会
民
主
主
義
と
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」

（
ロ
ド
ル
フ
ロ
ッ
カ
ー
、
上
方
定

一
訳

。
第
十
六
号
）

「
革
命
を



圧
服
し
た
力
」
（
エ
ム
マ
・
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
、
神
谷
暢
訳

・
第
十
六
号
）

な
ど
の
翻
訳
が
続
々
と
掲
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、　
Λ
政
治
性
Ｖ
へ
の

傾
斜
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
銅
罐
」
は
結
果
と
し
て
第
十
六
号

（
昭
三

・
六
）
で
終
刊
し
た
。　
そ
の
編
輯
発
行
人
は
寺
田
鄭

（
土
方
定

一
）
、
銅
鍛
社
の
住
所
も
土
方

宅
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
第
十
号
以
外
の
す
べ
て
の
号
に
、
編
集
又
は
発
行
人
と
し
て
、
名
を
掲
げ
て
い
た
草
野
心
平
は
、
後
記
に

「
▲
草
野

心
平
君
、
当
分
住
所
不
定
、
郵
便
物

一
切
は
東
京
市
外
原
宿

一
七
〇
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
ン」
の
号
で
は
編
集
実
務
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。

「後
記
」
に
は
、
新
同
人
の
加
入
や
、
新
支
社
設
置
の
報
告
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に

「
本
号
は
給
々
翻
訳
の
多
き
に
失
し
た
が
、
来
月
号
は
よ
り

多
く
創
作
を
載
せ
て
ゆ
か
う
と
、同
人

一
同
が
ん
ば

っ
て
ゐ
る
。」
と
書
か
れ
る
な
ど
、
終
刊
を
予
測
さ
せ
る
文
言
は
な
い
。
雑
誌
の
内
容
は
、

翻
訳
が
多
か
っ
た
と
反
省
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
評
論

・
翻
訳
が
量
と
し
て
他
を
圧
倒
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
運
動
誌
の
性
格
が
押
し
出
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
草
野
心
平
は
、
「銅
鋸
」
の
終
刊
の
経
緯
に
つ
い
て
、
三
種
類
の
回
想
を
書
い
て
い
る
。

「
銅
鋸
』
に
就
い
て
の
私
的
回
想
」
で
は
、

第
十
六
号
の
後
記

「
草
野
心
平
君
、
当
分
住
所
不
足
」
と
あ
る
が
、
そ
の
年
の
五
月
私
は
三
度
目
の
新
潟
に
行
き
そ
れ
か
ら
単
身
佐
渡
に

渡

っ
た
。
／
帰
京
し
た
私
は
結
婚
し
た
が
、
無
職
の
私
は
東
京
を
食
い
つ
め
、
（
そ
れ
は
ま
る
で
偶
然
の
機
会
に
よ
っ
て
だ
っ
た
が
、）
前

橋
に
落
ち
の
び
、
約
二
年
間
前
橋
に
住
ん
だ
。
／
寺
田
鄭
の
土
方
定

一
と
は

「
テ
ア
ト
ル
ク
ラ
ラ
」
を

一
緒
に
や
っ
た
り
し
た
が
、
矢
張

り
多
分
そ
の
同
じ
昭
和
三
年
の
何
月
か
に
ド
イ
ツ
に
発

っ
て
い
っ
た
。

「
銅
鋸
」
終
焉
の
直
接
の
原
因
は
私
の
東
京
離
れ
と
土
方
の
日
本

離
れ
に
あ

っ
た
よ
う
に
も
思
う
。

こ
の
後
に

「
同
人
間
の
思
想
的
傾
向
」
に
は
触
れ
な
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
物
理
的
原
因
、
つ
ま
り
、根
拠
地

（東
京
）

の
喪
失
と
中
核

。
実
務
の
人
物
の
離
散
に
廃
刊
の
原
因
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
前
に
書
か
れ
た

「
わ
が
青
春
の
記
」
で
は
、
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二
〇
〇

「
銅
錐
」
は
十
六
号
で
終
刊
し
た
。
土
方
定

一
の
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
ヘ
の
傾
斜
と
ド
イ
ツ
行
き
、
私
の
前
橋
落
ち
そ
の
他
が
原
因
だ
っ
た
。

と
、
土
方
定

一
の

「
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
ヘ
の
傾
斜
」
と
い
う
思
想
的
原
因
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

注
４

さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
回
想

「
わ
が
詩
歴
」
で
は
、

内
部
に
於
け
る
三
四
の
同
人
の
思
想
的
対
立
か
ら

「
銅
鋸
」
は
終
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
書
か
れ
、
具
体
的
個
人
名
に
は
触
れ
ず
に
、
終
刊
の
原
因
を
思
想
的
対
立
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
言
う
よ
う
な
同
人
間
の
思
想
的
対
立
は
、
第
八

・
九
号
の
赤
木
健
介
と
手
塚
武
の
論
争
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
際
は
第
十
号
か
ら

「
第

二
次
銅
鋸
」
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
で
、
終
刊
の
危
機
は
越
え
た
の
だ
が
、
十
六
号
の
際
は
、
終
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
程
深
刻
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
、
当
時
の
同
人
間
の
思
想
的
対
立
を
具
体
的
に
検
証
す
る
準
備
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
触
れ
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
は
、
「前
橋
落
ち
」
に
帰
結
す
る
草
野
心
平
の

「
銅
罐
」
と
の
係
わ
り
の
変
化
か
ら
、
終
刊
の
一
側
面
を
推
測
し
て
お
き
た
い
。

草
野
心
平
は
、
「銅
鋼
」
第
十
号
、
即
ち

「
第
二
次
銅
鋸
」
出
発
直
前
の
新
湯
行
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

そ
の
頃
の

「
銅
鋼
」
は
だ
ん
だ
ん
ア
ナ
キ
ス
チ
ッ
ク
な
傾
向
を
お
び
て
き
た
。
同
人
の
な
か
の
数
人
が
思
想
的
に
そ
の
よ
う
に
傾
斜
し
て

き
た
の
で
、
そ
れ
は
ま
ず
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
釜
一好
十
郎
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
傾
倒
し
、
「銅
罐
」
を
ぬ
け
て

「
ア
ク
シ
ョ
ン
」

と
い
う
雑
誌
を
上
野
壮
夫
な
ど
と
は
じ
め
た
）
東
京

へ
帰

っ
た
私
に
あ
る
日
、
父
は
当
局

へ
訴
え
る
と
い
い
出
し
た
。
ど
こ
か

で
誰

か

に
、
私
が
無
政
府
主
義
者
だ
と
き
い
た
か
ら
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
こ
と
を
父
は
や
り
か
ね
な
い
と
思
っ
た
ら
し
い
母
は
、
し
ば

ら
く
ど

っ
か
へ
行

っ
て
い
た
方
が
い
い
と
私
に
暗
示
し
た
。
私
は
母
か
ら
旅
費
な
ど
を
も
ら
っ
て
家
を
出
た
。
（中
略
）
（
し
か
し
な
が
ら

私
は
、
父
が
噂
と
し
て
き
い
た
よ
う
な
レ
ッ
キ
と
し
た
無
政
府
主
義
者
で
は
な
く
、
ア
ナ
キ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
た
し
か
な

程
度
の
、
い
わ
ば
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
。）」
翁
わ
が
青
春
の
記
し

こ
こ
に
回
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
「銅
鍵
」
が
急
速
に

「
ア
ナ
キ
ス
チ
ッ
ク
な
傾
向
」

を
帯
び
て
き
た
の
は
、
第
七
号

（大

一
五

・
八
）
に
岡

本
潤
、
小
野
十
二
郎
、
手
塚
武
、
上
方
定

一
ら
が
同
人
と
し
て
参
加
し
て
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
草
野
心
平
が
新
潟
に
行

っ
て
い
る
間
に
編
集



さ
れ
た
第
十
号
（昭
二

・
三
）
で
そ
の
傾
向
は
決
定
的
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
誌
面
は
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
文
学
運
動
の
性
格
を
明
確
に
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
草
野
心
平
は
、
「銅
鍛
」
の
中
心
か
ら
、
幾
分
退
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
十
号
以
後

の
目
立
っ
た
変
化
と
し
て
は
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
編
集
後
記
に
は
、
只
て
と

（第
十
号
）
、
只
編
輯
、
土
方
、
草
野
と

（第
十

一
号
）

只
神
谷
と

（第
十
四
号
）
、
な
ど
草
野
心
平
以
外
の
名
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
号
以
前
の
単
独
編
集
が
変
化
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
草
野
心
平
自
身
の
詩
の
掲
載
が
、
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。　
一
号
か
ら
九
号
ま
で
三

一
篇
の
詩
が
掲
載
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
十
号
以

後
わ
ず
か
四
篇
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
訳
詩

（
サ
ン
ド
バ
ア
グ
）
、
評
論
の
翻
訳
を
合
わ
せ
て
も
、　
七
篇
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
十
号
以
後
で
草
野
心
平
が
、
単
独
で
編
集
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
十
二
号
と
十
五
号
が
、
誌
面
に
他
の
五
冊
と
極
立
っ
た
違
い
を
見

せ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
二
号
に
は
十
三
篇
の
詩
の
み
の
掲
載
で
あ
り
、
十
五
号
掲
載
の
二
篇
の
評
論
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ェ
ラ
ア
の

「
子
供
の
天
真
性
に
就
い
て
―
「
現
代
学
校
の
起
源
と
理
想
」
第
十
五
章
」

（草
野
心
平
訳
）
、
麻
生
義

「
プ
ロ

ン
タ
リ
ア
詩
の
新
し
き
方
向
」
で
あ

っ
て
、
い
わ
ば
Λ
文
学
的
Ｖ
傾
き
の
強
い
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
草
野
心
平
以
外
の
人
間
の
編
集

へ
の
参
加
、
草
野
自
身
の
寄
稿
の
減
少
、
編
輯
人
に
よ
る
誌
面
の
性
格
の
相
違
は
、
そ
の
ま
ま
、

「
銅
鍛
」
に
対
す
る
草
野
心
平
と
、
土
方
定

一
・
手
塚
武
ら
、
お
よ
び
岡
本
潤

・
小
野
十
三
郎
ら
と
の
位
置
付
け
の
異
な
り
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。
草
野
心
平
は
、
創
刊
以
来
の
同
志
的
結
合
に
よ
る
、
詩
の
、
Λ
文
学
Ｖ
の
雑
誌
を
持
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
他
の
同
人

は
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
運
動
の
場
と
し
て
よ
り

Λ
政
治
的
Ｖ
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
異
和
が
拡

大
し
て
い
っ
た
時
に
、
十
号
以
降
の
実
質
的
中
心
で
あ
っ
た
土
方
定

一
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
か
ら
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
ヘ
の
傾
斜
も
重
な
り
、
「
銅
羅
」

注
４

は
終
刊
を
余
義
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

詩
雑
誌

「
学
校
」
研
究
０

二
〇

一



二
〇
二

「
学
校
」
創
刊

草
野
心
平
は
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
九
月
、
前
橋
に
転
居
し
た
の
ち
、
同
年
十

一
月
に
は
詩
集

『第
百
階
級
』
を
出
版
し
、
翌
月
に

「
学

校
」
を
創
刊
し
た
。
先
に
引
い
た

『
わ
が
青
春
の
記
』
で
は
、
「銅
鍛
」
の
終
刊
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
創
刊
の
頃
を
回
想
し
て
い
た
。

「
銅
鍛
」
は
十
六
号
で
終
刊
し
た
。
土
方
定

一
の
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
ヘ
の
傾
斜
と
ド
イ
ツ
行
き
、
私
の
前
橋
行
き
そ
の
他
が
原
因
だ
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
再
出
発
を
考
え
、
ガ
リ
版
の
詩
誌

「
学
校
」
を
は
じ
め
た
。
前
橋
裁
判
所
に
小
説
を
書
い
て
い
た
杉
田
謙
作
が
い
た
の
で
、

そ
こ
の
騰
写
版
を
借
り
て
横
地
と
二
人
、
ち
ょ
う
ど
ク
リ
ス
マ
ス
の
昼
と
夜
と
に
わ
た
っ
て
つ
く
り
あ
げ
た
。
表

紙
は
七

夕
紙

の
赤
、

私
の
書
い
た
字
を
木
版
に
し
て
そ
れ
に
墨
を
つ
け
て
押
し
た
。

「銅
罐
」
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
ヘ
の
傾
斜
と
、
そ
れ
へ
の
異
和
、
さ
ら
に
父
親
と
の
確
執
、
就
職
の
不
如
意
が
重
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
の
、
坂

本
七
郎

・
横
地
正
次
郎

（尚
）
か
ら
の
懲
憑
が
、
前
橋
行
き
の
動
因
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
前
橋
で
の

「
再
出
発
」
に
期
し
た
の
は
、
ど
の
よ

う
な
雑
誌
を
作
る
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
「学
校
」
全
七
号
の
概
要
と
性
格
を
お
さ
え
て
お
こ
う
。

創
刊
号
は
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
十
二
月
発
行
。
終
刊
は
、
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
十
月
発
行
で
あ
る
。
ほ
ぼ

一
年
に
わ
た
っ
て
、

七
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
創
刊
号
か
ら
第
五
号
ま
で
は
月

一
冊
の
ペ
ー
ス
で
あ

っ
た
が
、
六

・
七
号
は
や
や
間
隔
が
あ
い
た
。
全

冊

騰

写
版
刷

り
。
頁
数
は
平
均
二
三
頁
弱
で
あ
り
、
「第
二
」
「
馬
」
「
弾
道
」
な
ど
の
他
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
系
雑
誌
や
、
「
銅
鋸
」
と
ほ
ぼ
同
じ
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
あ
る
が
、
は
ぼ
同
時
期
に
創
刊
さ
れ
た

「
詩
と
詩
論
」
の
三
〇
〇
頁
近
い
厚
さ
と
比
べ
る
と
小
さ
な
雑
誌
で
あ

っ
た
。

（表

一
）

寄
稿
者
数
は
、
創
刊
号
五
名
、
第
二
号
十
名
で
あ
る
が
、
以
後
、
毎
号
ほ
ぼ
十
五
名
前
後
で
あ
る
。　
表
二
は
、
「学
校
」
寄
稿
者
た
ち
の
他

の
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
雑
誌

・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
ヘ
の
寄
稿
の
様
子
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
の
性

格
は
異
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
こ
え
て
互
い
に
交
流
す
る
様
が
見
て
と
れ
よ
う
。
秋
山
清
は
そ
の
辺
の
事
情
を
、



曾1詈 1詈

昭
和
四
年

一
月
二
十
八
日

昭
和
四
年
二
月
十
七
日

一
九
二
九

・
九

・
二
十
日

一
九
二
八
・十
二
二
一十
五

十
月

一
日

（な
し
）

（な
し
）
　

一
（
な
し
）

一
九
二
九

・
五

・
五

二
月

一
日

二
月

一
日
　
　
　
　
　
　
一
草
野
　
心
平

一則
橋
市
神
明
町
六
十
九

上
州
前
橋
市
神
明
町
五
四

前
橋
市
神
明
町
五
四

一
九
二
九

・
七

・
十

伊
藤
　
信
吉

横
地
正
次
郎

前
橋
市
紅
雲
町
五
十
六

註
１
　
頁
数
は
、
表
紙
を
除
い
て
数
え
た
。
表
中

「
（な
し
ご

と
あ
る
の
は
、
記
載
の
無
い
個
所
。

２
　
創
刊
号
の
日
付
は
、
『わ
が
青
春
の
記
』
（昭
四
〇

・
六
）
に
よ
れ
ば
、
印
刷

。
発
行
の
日
付
で
あ
る
が
、
奥
付
に
は
、
日
付
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。

３
　
創
刊
号
に
は
、

『
銅
羅
訳
詩
集
』

「銅
燿
社
刊
行
書
目
」
の
広
告
頁
二
頁
が
添
付
さ
れ
た
版
も
あ
る
。

４
　
第
六
号
に
は
、
騰
写
印
刷
の
奥
付
の
右
隣
に
ベ
ン
で
発
行
者
の
書
き
添
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

ベ
ン
書
き
に
つ
い
て
は
、
現
在

「前
橋
市
神
明
町
五
十
四
横
地
方
学
校
社
」
（大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
）、
「前
橋
市
紅
雲
町
五
十
六
／
草
野
心
平
」
（
日
本
近
代
文

学
館
所
蔵
コ
ピ
ー
版
）
の
二
種
類
確
認
。

『銅
鍵
』
の
色
濃
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
芸
術
性
に
批
判
的
で
い
な
が
ら
、
当
時
こ
の
二
つ
の
雑
誌

（「銅
躍
」
と

「
学
校
」
―
杉
浦
註
）

に
は
協
力
者
の
幅
が
広
か
っ
た
。
こ
の
前
年

『
バ
リ
ケ
ー
ド
』
の
編
集
に
萩
原
、
小
野
、
岡
本
と
並
ん
で
草
野
心
平
が
加
わ
っ
た
と
き
、

は
っ
き
り
と
大
同
団
結
の
姿
が
と
ら
れ
た
。
『
学
校
』
七
冊
の
目
次
に
も
、
そ
の
辺
の
性
格
が
筆
者
た
ち
を
通
じ
て
看
取
さ
れ
る
。　
Ｇ
あ

る
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
系
譜
し

と
説
明
し
て
い
る
。
「学
校
」

一
・
二
号
は
、
「
銅
錐
」
創
刊
以
来
の
草
野
心
平
と
の
個
人
的
交
流
に
つ
ら
な
る
詩
人
た
ち
や
、
前
橋
出
身
の

詩
雑
誌

「学
校
」
研
究
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
三

伊
藤
　
信
吉

横
地
正
次
郎

押筈
鱚

前
橋
市
神
明
町
五
十
四

東
京
市
外
渋
谷
町
神
南
八

市
川
方

第
七
号

第
六
号

第
五
号

創
刊
号

号

数

（
な
し
）

一
九
二
九

・
五

。
一

（な
し
）

印

漏I

年

月

日

昭
和
四
年
四
月

〔同
上
〕

発

行

年

月

日

伊
藤
　
信
吉

伊
藤
　
信
吉

伊
藤
　
信
吉

横
地
正
次
郎

印

刷

者

草
野
　
心
平

草
野
　
心
平

北
山
　
癌
蔵

北
山
　
癌
蔵

草
野
　
心
平

編

集

者

横
地
正
次
郎

横
地
正
次
郎

横
地
正
次
郎

横
地
正
次
郎

草
野
　
心
平

発

行

者

前
橋
市
神
明
町
五
十
四

〔学
校
社
〕
所
在
地

一
一二

一
一二

二
四

一一一一一一

三
四

一
八

一
二

頁
数

表

一



表

二

二
〇
四

赤

　

と

　

黒

ダ

ム

ダ

ム

銅

鐸

詩

　

文

　

学

パ

リ

ケ

ー

ド

宣 第 北

緯

五

十

度

馬 南

方

詩

人

弾

道

第

一
次

文

せバ

市
　
場

矛

盾

黒

色

文

芸

黒
色
戦
線
第
一
次

詩

神

ア
ナ
キ
ス
ト
詩
集

学

校

詩

集

新
興
詩
人
選
集

猪狩 満直 ○ O ○ O ○ ○ ○ ○ ○

伊藤 信吉 ○ O ○

伊藤  和 ○ ○ O O ○ ○

岩瀬 正雄 ○ ○ ○ O ○ ○ O

大江 満雄 0 ○ O

岡本  潤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ O O ○ ○ O

尾形亀之助 O O O ○ ○ O O

尾崎 喜八 O ○ ○ ○

小野十三郎 Ｏ
・

O O O 〇 ○ ○ O O O ○ O O ○ O ○

金井 新作 O ○ ○ ○ O ○ O O ○ O

神谷  暢 O ○ O ○ ○ O O

草野 心平 ○ ○ ○ O ○ O ○ ○ 0 ○ ○ ○ O

濠黄 O O ○ ○ ○ O 0 ○ ○

小森  盛 ○ ○ O 0 ○ ○

坂本 七郎 O ○ ○ ○ ○ O

坂本  遼 ○ 0 ○ ○ O ○ ○ O ○

佐藤 英麿

下館リネ子

杉山市五郎 ○ ○ ○ O O O O ○ ○

高村光太郎 ○ ○ ○

竹内てるよ O ○ O ○ ○ O ○ ○ 0 ○ ○ O O

中田忠太郎

萩原恭次郎 O O ○ ○ O ○ O O ○ O 0・ O

半谷 三郎

広田万寿夫 0

碧  静江 0 O ○ ○ O 0 O

逸見 猶吉 ○

三野 混沌 ○ O 0 O O ○

森  佐‐ O O O

森  竹夫 O O O Q

山本 和夫 O ○ O O

珈 |1 宗二

横地正次郎 O 0 O Э O O O

吉田 一穂 O O O

芳本 優子

＼



若
い
詩
人
た
ち
に
占
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、第
三
号

（
昭
四

。
二
）
に
至
っ
て
、岡
本
潤
、
小
野
小
三
郎
ら
の
、
「
赤
と
黒
』
か
ら

『
文
芸
解

放
』
の
時
期
を
潜
流
し
て

『
弾
道
』
に

『
詩
行
動
』
に
つ
な
が
る
線
」
（秋
山
清

・
同
前
）
の
詩
人
た
ち
の
参
加
に
よ
っ
て
、
人
間
的
に
は
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
か
ら
、
農
民
詩
人
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
詩
人
ま
で
含
ん
だ
、「銅
躍
」
の
寄
稿
者
群
に
匹
敵
す
る
広
が
り
を
持
ち
得
て
い
る
。

こ
の

「
銅
鋸
」
と
匹
敵
す
る
拡
が
り
を
持
つ
点
が
、「学
校
」
を
、第

一
次

「
黒
色
戦
線
」
（
昭
４

・
２
～
１２
Ｖ
‘第
二
只
昭
４

・
１
（？
）
～
ｎ
）

「
矛
盾
」
（
昭
３

・
７
～
ｎ
）
な
ど
の
同
時
期
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
（詩
）雑
誌
と
異
な
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
特
徴
は
評
論

・
エ
ッ

セ
イ
の
類
を
ほ
と
ん
ど
掲
載
せ
ず
、
（第
四
号

・
北
山
癌
蔵

「
ノ
ー
ト
」
、
悪
崎
昇

「
学
校
作
品
に
つ
い
て
」
、
第
六
号

・
草
野
心
平

「
詩
集

『
叛

く
ヒ

の
三
篇
の
評
論
の
み
の
掲
載
）
詩
の
掲
載
に
限
ろ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

草
野
心
平
は
、
同
時
期
の
詩
誌

「第
二
」
誌
上
で
は
、

坂
本
七
郎
と
の
間
に
、
「
生
活
は
詩
で
あ
る
か
」
否
か
を
め
ぐ

っ
て
論
争
し
、
「詩
と
詩
論
」
他
で
は
、
春
山
行
夫
と
の
間
に
、
「詩
は
不
可
避
」

か
否
か
を
め
ぐ

っ
て
応
酬
し
、
さ
ら
に
、
翌
年
に
は

「
弾
道
」
誌
上
で

「
詩
の
技
術
」
論
争
を
植
村
諦
と
間
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま

た
、
カ
ー
ル
・
サ
ン
ド
バ
ア
グ
、　
エ
ド
ガ
ー

・
り

・
マ
ス
タ
ー
ズ
等
の
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
ン
タ
リ
ア
詩
人
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
も
発
表
し
た
り
し

て
い
る
。
他
の
寄
稿
者
達
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、論
争
や
評
論
を
、同
じ
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
系
雑
誌
や
、
当
時
の
新
興
の
詩
人
の
団
体

「
全
詩
人
聯
合
」
の
機
関
誌
的
傾
向
の
あ

っ
た

「
詩
神
」
に
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
に
は
わ
ず
か
三
篇
の
散

文
し
か
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
ガ
リ
版
の
せ
い
」
（秋
山
清
、
同
前
）
で
は
な
く
、
明
確
に
、
草
野
心
平
の
、
〈
詩
Ｖ
以
外

の
も
の
は
載
せ
な
い
雑
誌
を
作
ろ
う
と
し
た
再
出
発
に
あ
た
っ
て
の
編
集
意
図
が
表
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
点
に

「学
校
」
を
他
の
雑
誌
と
区
別
す
る
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
草
野
心
平
が
再
出
発
に
あ
た
っ
て
、
念
頭
に
描

い
た
の
は
、
あ
る
い
は
、

「
第
二
次
」
「
銅
鍵
」
以
前
の
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
、
そ
し
て
や
や
ア
ナ
ー
キ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
共

有
し
た

「
銅
錐
」
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
「学
校
」
創
刊
号
末
尾
に
付
さ
れ
た

『
銅
鋸
訳
詩
集
』
、
「
銅
鍛
社
刊

行
書

目
」
（表

注
９

三
）
の
人
選

・
内
容
か
ら
と
、

「
学
校
」
の
表
紙
に
、

広
東
で

「
銅
鋸
」
を
創
刊
し
た
際
と
同
じ
赤
い
色
を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
て
い
る
点
か
ら
想

定
す
る
の
だ
が
、
根
拠
が
不
足
と
思
わ
れ
る
の
で
思
い
つ
き
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

詩
雑
誌

「
学
校
」
研
究
０
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表
三銅

鐸
訳
詩
集
（菊
版
印
刷
送
料
共
四
拾
銭
）

一
月
上
旬
発
行

申
込
所
　
一馴
橋
市
神
明
町
六
九
　
銅
鐸
社

内
容

ヴ
エ
ル
ハ
ア
レ
ン
…
…
…
高
村
光
太
郎
訳

ト
ル
ラ
ア
…
…
…
…
…
…
土
方
　
定

一
訳

モ
リ
ス
…
…
…
…
…
…
…
神
谷
　
　
暢
訳

マ
ル
チ
ネ
…
…
…
…
…
…
尾
崎
　
喜
八
訳

潟
乃
超
…
…
…
…
…
…
…
黄
　
　
　
滅
訳

マ
ス
タ
ー
ズ
…
…
…
…
…
小
野
十
三
郎
訳

タ
ツ
キ
ー
…
…
…
…
…
…
坂
本
　
七
郎
訳

リ
ヴ
エ
リ
ー
…
…
…
…
…
萩
原
恭
次
郎
訳

サ
ン
ド
バ
ア
グ
…
…
…
…
草
野
　
心
平
訳

マ
ツ
ケ
イ

・上
方
　
定

一
訳

ヴ
キ
ル
ド
ラ
ッ
ク
…
…
…
尾
崎
　
喜
八
訳

ネ
ス
ビ
ッ
ト
…
…
…
…
…
神
谷
　
　
暢
訳

ユ
ト
レ
イ
…
…
…
…
…
…
草
野
　
心
平
訳

ラ
ッ
セ
ル
…
…
…
…
…
…
萩
原
恭
次
郎
訳

ダ
ン
ト
ン
…
…
…
…
…
…
上
方

定

一
訳

ロ

マ

ン

尾
崎
　
喜
八
訳

郭

磐

黄

滅
訳

三
野
混
沌
著

手
塚
　
武
著

坂
本

遼
著

杉
山
市
五
郎
著

草
野
心
平
著

マ
ル
セ
ル
マ
ル
チ
ネ

エ
ル
ン
ス
ト
　
ト
ル
ラ
ア

カ
ー
ル
　
サ
ン
ド
バ
ア
グ

山
村
暮
鳥
著

高
村
光
太
郎
著

黄
　
滅
著

学
校

銅
鐸
社
刊
行
書
目

騰
写
月
刊
雑
誌
　
百
部
限
定
　
』倖
型

一十
銭
送
料
二
銭

一
月
下
旬
発
行

頁
は
百
頁
に
も
な
り
　
一ハ頁
に
も
な
る
だ
ら
う
こ
と
を
予
想
し
ま
す

前
橋
市
神
明
町
五
四
　
学
校
社 二

〇
六

詩
集

「
百
性
」
「開
墾
者
」
（絶
版
）

詩
集

「
一
社
会
人
の
横
断
面
」
（絶
版
）

詩
集

「
た
ん
ぼ
ぼ
」
（絶
版
）

詩
集

「
芋
畑
の
詩
」
五
拾
二
銭
―
申
込
　
静
岡
市
外
長

田
村
広
野
　
著
者
宛

詩
集

「第
百
階
級
」

一
円
四
銭
―
残
部
僅
少
、
銅
鐸
社
宛

詩
集

「
呪
は
れ
た
時
代
」
（
尾
崎
喜
八
訳
）
近
刊

詩
集

「朝
」

（
土
方
定

一
訳
）
近
刊

詩
集

「
煙
と
鉄
」
（草
野
心
平
訳
）
近
刊

詩
劇

「海
の
族
」
定
価
五
拾
銭
送
料
二
銭

一
月
下
旬
発
行

詩
集

「
猛
獣
篇
」
騰
写
版
限
定
　
近
刊

詩
集
　
中
華
民
国
詩
抄
　
近
刊

デ
オ
ヴ
ァ
ニ
ッ
チ
…
…
…
草
野
　
心
平
訳



３
　
創
刊
号

創
刊
号
は
、
現
在
確
認
し
得
た
限
り
二
種
類
存
在
す
る
。　
一
つ
は
、
伊
藤
信
吉

『
逆
流
の
中
の
歌
』
や
秋
山
清
『あ
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
系
譜
』

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
日
本
近
代
文
学
館
蔵
の
コ
ピ
ー
版
も
こ
の
種
類
で
あ
る
。
本
文

・
奥
付
の
あ
と
に
、
二
頁
の

『
銅
羅
訳
詩
集
』

「
銅
躍
社
刊
行
書
目
」
、及
び
、
「
学
校
』
騰
写
月
刊
詩
雑
誌
　
百
部
限
定
　
定
価
二
十
銭
送
料
二
銭
　
頁
は
百
頁
に
も
な
り
　
一ハ
頁
に
も
な
る

だ
ら
う
こ
と
を
予
想
し
ま
す
／
前
橋
市
神
明
町
五
四
　
学
校
社
」
の
広
告
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
完
全
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
う

一
種
は
、
大
妻

女
子
大
学
図
書
館
蔵
の
版
で
あ
る
が
、
表
紙
の
色
、
木
版
の
字
、
い
ず
れ
も
、
前
出
の
草
野
心
平
の
回
想

（『
わ
が
青
春
の
記
し

に
書
か
れ
た

も
の
に
合
致
す
る
が
、
二
頁
の
広
告
頁
が
存
在
せ
ず
、
（大
妻
本
に
破
棄
さ
れ
た
跡
は
な
い
）
、
内
表
紙
の

「
創
刊
号
」
が
騰
写
印
刷
で
は
な
く

毛
筆
で
手
書
き
さ
れ
て
い
る
点
の
み
が
先
の
も
の
と
は
異
な
る
。
本
文
に
異
同
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
印
刷

・
製
本
の
際
の
ミ
ス
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

巻
頭
は
、
「
オ
ラ
フ
　
リ
ン
ド
ブ
ル
ー
ム
」
。　
エ
ド
ガ
ー

・
り

・
マ
ス
タ
ー
ズ
の
詩
の
小
野
十
三
郎
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
の
ち
弾

道
叢
書
の
第

一
冊
日
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

『
ア
メ
リ
カ

・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
』

（
昭
六

・
一
、
現
在

『
社
会
派
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
集
成
』
の
一

注
１０

冊
と
し
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
）
に
収
め
ら
れ
た
。

小
野
十
三
郎
は
、
こ
の
時
期
さ
か
ん
に
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
ン
タ
リ
ア
の
詩
を
翻
訳

・
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
エ
ド
ガ
ー

・
り

・
マ
ス
タ

ー
ズ
の
詩
は
、
「新
ス
プ
リ
ン
ヴ
」
∩
黒
色
文
芸
」
昭
三

・
十

一
）
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ア
ル
ス
ト
ン
」
（第

一
次

「
黒
色
戦
線
」
昭
四

・
二
）
「
リ
ラ

ウ
ッ
ド
」
∩
若
草
」
昭
四

・
七
）
及
び
こ
の

「
オ
ラ
フ
リ
ン
ド
ブ
ル
ー
ム
」
と
四
回
に
わ
た
っ
て
、
種
々
の
雑
誌
に
訳
出
さ
れ
、
『
ア
メ
リ
カ

プ
ロ
ン
タ
リ
ア
詩
集
』
に
は
十
三
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
小
野
十
三
郎
は
当
時
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
時
代
に
、
エ
ド
ガ
ー

・
り

・
マ
ス
タ
ー
ズ
の

「
ス
プ
リ
ン
バ
ア
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
詩
集
に
も
ほ
と
ん
ど

詩
雑
誌

「学
校
」
研
究
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
七



二
〇
八

同
時
に
着
目
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
、
外
国
の
詩
で
も
、
こ
の
よ
う
な
あ
ま
リ
ス
マ
ー
ト
で
は
な
い
、
不
器
用
で
、
少
し
ば

か
り
通
俗

で
、
レ
ト
リ
ッ
ク
や
韻
の
方
法
を
無
視
し
た
、　
一
見
散
文
に
近
い
ご
つ
ご
つ
と
し
た
文
体
を
持

っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
社
会
派
と
目
さ
れ

て
い
る
詩
人
の
作
風
か
ら
影
響
を
受
け
た
。」
（『
奇
妙
な
本
棚
し

こ
こ
に
言
う

「
わ
た
し
た
ち
」
の
ひ
と
り
で
あ
る
草
野
心
平
は
、
「
詩
と
詩
論
」
第
四
冊

（
昭
四

・
六
）

の
特
集

「
世
界
詩
人
ン
ヴ
ィ
ウ
」

の
な
か
で
、
「
エ
ド
ガ
ー

・
リ
イ

・
マ
ス
タ
ー
ズ
」

を
担
当
執
筆
し
て
い
る
。　
こ
の
詩
人
へ
の
当
時
の
評
価
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

少
し
長
い
が
そ
の
そ
の
一
節
を
引
用
す
る
。

「
ス
プ
ー
ン
・
リ
ヴ
ァ
」
は

一
九

一
五
年
に
発
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は
最
も
い
い

（現
在
で
も
）
リ
ア
リ
ズ
ム
の
詩
集
の

一
つ
で
あ
り
、
当

時
は
世
界
詩
の

「
新
ら
し
い
時
代
」
を
展
開
し
た
此
詩
集
の
中
に
は
二
百
四
十
人
の
人
物
が
ゐ
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
、
瑞
西
人
、　
イ
ギ

リ

ス

人
、
支
那
人
等
々
。　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
人
々
は

「
ス
プ
ー
ン
リ
ヴ
ァ
」

（
イ
リ
ノ
イ
の
ハ
ノ
ヴ
ァ
と
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る
そ
の
仮
名
都
市
）

の
墓
の
中
に
ゐ
る
。
詩
集
全
部
が
、
そ
の
墓
の
中
か
ら
の
一
人

一
人
の
告
白
な
の
で
あ
る
。
女
中
や
大
統
領
や
会
社
員
や
ク
ッ
ク
や
有
閑

婦
人
や
サ
ギ
師
や
小
学
校
の
女
教
員
や
、
賭
博
や
強
姦
や
散
歩
や
鉄
道
や
、
ラ
イ
オ
ン
や
サ
ロ
ン
や
農
場
や
そ
の
他
そ
の
他
。

（中
略
）

こ
れ
は
万
人
の
詩
集
だ
。

「
社
民
」
が

一
般
的
で
あ
る
や
う
に
。
そ
し
て
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
表
現
形
式
の
簡
単
は

一
九
四
〇
年
に
ま

で
生
き
る
程
恐
ろ
し
く
大
衆
的
だ
。

「
誰
れ
に
も
分
る
言
葉
で
あ

っ
て
そ
し
て
詩
」
こ
の
単
純
で
六
ケ
敷
し
い
問
題
を
彼
は
解
決
し
て
ゐ

る
。
彼
は

一
九

一
五
年
に
於
て
世
界
の
詩
型
を
ぶ
ち
壊
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
未
だ
生
き
て
ゐ
る
。
彼
は
抒
事
詩
か
ら
抒
情
や
感
情
や
形

容
や
主
観
を
放
逐
し
た
。
放
逐
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
抒
事
の
中
に
抒
情
を
生
か
し
た
。
抒
事
詩
や
抒
情
詩
の

一
つ
の
型
を
わ
れ
わ

れ
に
示
し
た
。
読
者
に
感
情
そ
の
他
を
反
射
さ
す
た
め
に
、
彼
は
詩
を
骨
格
だ
け
に
し
て
見
せ
た
。

（彼
の
詩
が
応
々
に
弾
力
に
と
ぼ
し

い
の
は
、
そ
の
た
め
で
は
な
く

（骨
格
云
々
）
そ
の
如
き
も
の

（
弾
力
云
々
）
の
中
に
彼
の
詩
人
が
不
足
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
に
す
ぎ

な
い
。）

こ
の
評
は
、
「
学
校
」
二
号
以
降
に
あ
ら
わ
れ
る

「
無
題
」
等
の
草
野
心
平
自
身
の
詩
法
と
も
通
い
合
う
と
こ
ろ
を
持
ち
、　
こ
れ
ら
の
詩
人



と
の
出
会
い
が
、
お
よ
ば
し
た
影
響
の
大
き
さ
を
語
る
も
の
で
も
あ
る
。

（
な
お
、
草
野
心
平

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
「
無
題
」
を
と
り
あ
げ
る
際
に
考
察
す
る
予
定
な
の
で
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。）

さ
て
、
「
オ
ラ
フ
リ
ン
ド
ブ
ル
ー
ム
」
は
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

オ
ラ
フ
　
リ
ン
ド
ブ
ル
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
事
を
書
い
た
り
売
っ
た
り
し
て
歴
史
を
贋
造
し
た

エ
ド
ガ
ー
・
り
・
マ
ス
タ
ー
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
と
俺

一
族
を
除
い
た
同
業
者
の
自
由
出
版
に
対
抗
し

こ
こ
に
俺
が
ゐ
る
　
新
ス
プ
ン
リ
ヴ
ァ
の
一
新
聞
記
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
持
共
の
指
導
者
と
な
り

自
由
と
機
会
を
求
め
て
渡
っ
て
き
た
亜
米
利
加
移
民
の
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
組
合
の
敵
を
も
っ
て
自
ら
任
じ

俺
は
つ
ね
に
俺
の
や
り
口
を
心
得
て
ゐ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ
ら
を
牢
獄
に
ぶ
ち
こ
ん
だ
り
殺
害
し
た
り
し
た

大
向
ふ
に
も
っ
て
こ
い
の
ジ
ロ
ン
ド
党
の
主
義
主
張
を
唱
導
し
　
　
　
　
　
　
　
　
老
狛
極
ま
る
法
律
擁
護
者

次
第
に
そ
の
発
行
高
を
増
加
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
開
の
サ
ロ
ン
や
賭
博
場
に
は
反
対
し
な
が
ら

発
行
高
に
応
じ
て
広
告
欄
の
価
格
を
ひ
き
あ
げ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘
密
の
地
下
室
、
銀
行
の
裏
部
屋
の
勝
手
は
よ
く
知
っ
て
ゐ
る

表
面
租
税
問
題
の
如
き
温
健
な
改
革
を
提
案
し
な
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姿
を
見
せ
な
い
　
尻
尾
を
出
さ
な
い

蔭
に
ま
わ
っ
て
は
自
分
の
税
金
を
ご
ま
か
し
た
世
の
悪
風
、
並
び
に
犯
罪
　
　
　
金
銭
に
関
し
て
は
飽
く
ま
で
貧
禁
な

者
と
予
を
交
へ
な
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
紳
士

俺
自
身
は
土
地
盗
棒
の
仲
間
入
り
を
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
時
代
の
一
編
輯
者

電
信
網
を
独
占
し
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
十
三
郎
訳

オ
ラ
フ

・
リ
ン
ド
ブ
ル
ー
ム
と
い
う
架
空
の
人
物
が
、
新
聞
資
本
を
牛
耳
る
資
本
家
と
し
て
成
功
し
て
い
く
過
程
で
と

っ
た
老
檜
な

「
や
り

口
」
を
回
顧
し
て
い
る
。
決
し
て
表
面
立

っ
て
活
動
せ
ず
、
表
面
的
に
は
、
法
律
擁
護
者
、
民
衆
の
味
方
の
仮
面
を
つ
け
て
、
裏
で
法
律
に
触

れ
ず
に
私
欲
を
満
た
し
て
い
く
と
い
っ
た
手
口
を
、
誇
ら
し
げ
に

「
オ
ラ
フ
リ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
が
語
る
。
老
檜
な
手
口
の
回
顧
に
は
リ
ア
リ
テ

ィ
が
あ
り
、
紳
士
然
と
し
た
資
本
家
の
欺
購

へ
の
怒
り
を
読
み
手
に
喚
起
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
多
か
っ
た
、
労
働
者
や
虐
げ
ら
れ
た
者

の
立
場
か
ら
、
資
本

（
家
）
を
告
発
し
た
り
、
怒
り
を
絶
叫
し
た
り
す
る
ス
タ
イ
ル
の
詩
の
よ
う
な
直
接
の
感
情
表
白
は
な
く
、
客
観
的
叙
述

詩
雑
誌

「学
校
」
研
究
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
九



一
三
〇

を
装
い
な
が
ら

Λ
敵
Ｖ
の
内
側
か
ら
暴
い
て
い
こ
う
と
す
る
方
法
に
新
し
さ
が
あ

っ
た
。　
小
野
十
三
郎
は
、

「
翻
訳
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
だ
れ
か
の
詩
を
訳
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
に
よ

っ
て
自
分
の
詩
を
書
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
気
持
が

強

か
っ
た
。」
（
『
奇

妙
な
本
棚
し

と
回
想
し
て
い
る
が
、

小
野
十
三
郎
の
の
ち
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
詩
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
ひ
と
つ
の
要
素
に
こ
れ
ら
の
詩
の
翻

訳
は
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
横
地
正
次
郎
の

「
星
」
で
あ
る
。

星
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
君
の
手
は
何
を
握
っ
て
怒
っ
て
ゐ
る

横
地
正
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
君
の
眼
は
何
を
凝
視
し
て
慄
へ
て
ゐ
る

冬
を
見
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
き
て
ゆ
け
／

や
が
て
萌
え
出
て
く
る
も
の
が
ぢ
ん
ぢ
ん
と
凍
り
つ
く
夜
を
見
た
　
　
　
　
　
　
　
力
を
満
身
に
か
り
あ
つ
め
俺
の
夢
の
朽
ち
な
い
処

天
体
の
星
暦
の
密
集
に
は
離
れ
去
る
友
情
が
熱
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
信
と
愛
と
の
結
ば
れ
る
処

君
は
無
言
で
別
れ
て
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
が
生
命
が
旗
が
心
臓
が
兄
弟
が
喜
び
が
つ
な
が
る
処

断
層
の
塊
雲
に
さ
へ
ぎ
ら
れ
た
陽
鳥
も
ゐ
な
い
河
原
に
出
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
さ
に
耐
へ
た
肉
体
は
ゆ
け
／

雲
を
見
た
つ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
を
振
っ
て
淋
し
い
涙
を
蹴
ち
ら
し
て
ゆ
け
／

遠
い
裏
山
脈
の
空
の
接
触
か
ら
落
葉
し
た
ア
カ
シ
ア
の
林
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
君
が
俺
で
な
く
な
る
日

風
は
つ
め
た
く
流
れ
て
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
が
彼
女
で
な
く
な
る
日

君
の
肩
と
俺
の
耳
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
か
ら
君

冬
が
は
じ
ま
る
新
ら
し
い
記
憶
を
指
す
も
の
を
死
と
い
ふ
な

転
々
と
轟
々
と
生
活
に
融
へ
る
一
つ
の
旗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一九
気
だ
っ
た
ら
手
紙
を
書
く
こ
と
だ

伊
藤
信
吉
は

「
学
校
」
創
刊
前
後
の
横
地
正
次
郎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

お
な
じ
土
地
に
そ
だ

っ
て
い
っ
し
ょ
に

『
学
校
』
の
仕
事
を
し
、
ま
た
同
年
代
の
詩
人
と
し
て
私
を
刺
戟
し
た
横
地
正
次
郎
は
、
そ
の
こ

ろ
す
で
に
文
学
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
グ
ル
ー
プ
で
注
目
さ
れ
て
い
た
。
自
由
や
放
埓
と
い
う
べ
き
も
の
を
身
に
つ
け
、
す
る
ど
い
感
覚
的



な
詩
を
作

っ
て
い
た
。
私
が

『
学
校
』
の
編
集
を
手
伝
う
よ
う
に
な

っ
た
の
は
第
二
号
か
ら
だ
が
、
横
地
正
次
郎
は
最
初
か
ら
草
野
心
平

と
雑
誌
発
刊
の
企
画
を
し
た
。
そ
れ
だ
け
戊
熟
し
た
詩
を
作

っ
て
い
た
。
草
野
心
平
を
前
橋

へ
連
れ
て
き
た
の
も
横
地
正
次
郎
で
あ
り
、

私
を
草
野
心
平
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
い
っ
た
の
も
横
地
正
次
郎
だ

っ
た
。
詩
を
め
ぐ

っ
て
、

『
学
校
』
を
中
心
に
し
て
、
私
た
ち
は
は
げ

し
く
往
来
し
た
。」
（
『
逆
流
の
中
の
歌
し

横
地
正
次
郎
と

「
学
校
」
発
刊
の
企
画
を
し
た
と
語
ら
れ
る
当
事
者
の
草
野
心
平
は
、
こ
う
回
想
し
て
い
る
。

（福
生
館
に
は
―
杉
浦
註
）
井
上
日
召
の
息
子
の
横
地
正
次
郎
と
こ
れ
も
詩
人
の
坂
本
七
郎
と
が
連
れ
だ

っ
て
き
た
り
も
し
た
。
横
地
と

坂
本
は
前
橋

へ
行
か
な
い
か
と
し
き
り
に
す
す
め
た
。
上
州
と
い
う
言
葉
の
持

つ
音
感
が
ま
ず
私
を
ひ
き
つ
け
た
。
私
た
ち
は
前
橋

へ
行

く
こ
と
に
決
め
た
。
３
わ
が
青
春
の
記
し

草
野
心
平
の
前
橋
行
き
お
よ
び
、

「
学
校
」
の
発
刊
さ
ら
に
そ
の
後
の
雑
誌
の
実
務
的
方
面
に
横
地
正
次
郎
の
果
た
し
た
役
割
は
、　
こ
れ
ら

の
回
想
お
よ
び
さ
き
の
表

一
に
み
ら
れ
る
横
地
の

「
学
校
」
に
お
け
る
位
置
に
明
確
で
あ
ろ
う
。
横
地
正
次
郎
が
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
系
の
詩
誌

に
発
表
し
た
最
初
の
作
品
は
、
昭
和
二
年
九
月
刊
の

「
バ
リ
ケ
ー
ド
」
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た

「
一
人
反
逆
の
淋
し
さ
よ
り
も
」
で
あ
り
、
次

の
作
品
は
第
二
号
掲
載
の

「
中
流
都
市
的
軽
蔑
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
が

「
学
校
」
創
刊
号
の

「
星
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
草

野
心
平
と
横
地
正
次
郎
の
交
流
は
、
草
野
心
平
も
参
加
し
て
い
た

「
バ
リ
ケ
ー
ド
」
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
伊
藤
信
吉
は
、

「
成
熟
し
た
詩
を
書
い
て
い
た
」
と
言
い
、
草
野
心
平
も
、
共
に
雑
誌
を
創
刊
し
た
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
新
進
の
詩
の
書
き
手
と
し
て
そ
の

力
量
を
評
価
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
た
と
え
ば

「
学
校
」
以
前
の
横
地
正
次
郎
の
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

九
時
三
四
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
奴
は
鉄
の
中
で
無
意
識
の
中
で
頑
迷
に
ゐ
る
の
だ

酷
く
単
純
に
肩
を
張
っ
て
あ
っ
さ
り
や
ら
れ
て
了
っ
た
や
う
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
握
手
し
や
う
信
じ
ら
れ
る
か

一
日
の
終
り
に
疲
れ
と
寝
台
を
知
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
じ
ら
れ
な
い
か
ど
ち
ら
で
も
よ
か
っ
た

群
集
心
理
な
ん
て
言
ふ
ま
だ
ら
っ
こ
し
い
気
持
が
解
ら
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
お
前
が
泣
く
の
だ
っ
た
ら
口
惜
し
い

明
日
と
完
全
に
絶
縁
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
と
唇
が
噛
み
合
は
さ
る
ぢ
ゃ
な
い
か

詩
雑
誌

「学
校
」
研
究
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一



お
前
は
泣
か
な
い
声
を
出
さ
な
い
笑
っ
て
喋
っ
て
ゐ
た
従
順
さ
う
に
　
　
　
　
　
　
窓
の
外
は
夜
が
明
け
て
ゐ
た
の
だ

明
日
は
屹
度
晴
れ
る
の
だ

性
急
な
恐
怖
に
赫
ら
ん
だ
羞
恥
よ

烈
日
に
叩
き
つ
け
ら
れ
埃
っ
ぼ
い
路
で
訣
別
し
や
う

一
瞬
の
夢
に
し
ろ
酒
に
し
ろ
覚
悟
が
あ
っ
た
ん
だ

お
前
は
胸
が
泡
立
っ
て
ゐ
る

俺
は
胸
が
鈍
重
に
つ
ま
っ
て
む
せ
ん
で
来
る

其
奴
を
葬
っ
た
後
の
赫
土
に
茫
々
と
草
が
崩
、
姉

毛
布
も
い
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
眠
れ
る
だ
ら
う

題
の

「
九
時
四
三
分
」
は
お
そ
ら
く

「
其
奴
」
の
死
の
時
刻
で
あ
ろ
う
。
政
治
運
動
あ
る
い
は
闘
い
の
な
か
で
、
病
に
倒
れ
さ
せ
ら
れ
、
死

ん
で
い
っ
た

「
其
奴
」
の
死
と
葬
い
の
前
後
の
時
間
が
混
在
し
、
説
明
を
省
略
し
て
、
性
急
に
心
情
的
に

「
お
前
」
に
語
り
か
け
る
言
葉
が
並

ん
で
い
る
た
め
、
わ
か
り
に
く
い
詩
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
つ
ら
な
る
心
情
表
現
と
、
比
喩
表
現
、
最
後
の
空
し

い
死
を
暗
示
す
る
情
景
描
写
の

一
行
な
ど
が
、
詩
と
し
て
の
実
質
を
形
作

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
の
、

「
星
」
は
、
二
連
か
ら
な
る
。
第
二
連
の

「
力
を
満
身
に
か
り
あ
つ
め
俺
の
夢
の
朽
ち
な
い
処
／
確
信
と
愛
と
の
結
ば
れ
る
処
／
俺

が
生
命
が
旗
が
心
臓
が
兄
弟
が
喜
び
が
つ
な
が
る
処
」
を
共
に
求
め
よ
う
と
い
う
友

へ
の
連
帯
の
呼
び
か
け
は
、
他
の
絶
叫
的
な
ア
ナ
キ
ズ
ム

系

の
詩
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
常
套
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、　
一
連
に
見
ら
れ
る
感
覚
的
表
現
は
、
他
の
ア
ナ
系

の
詩
に
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
い
鋭
さ
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
ヘ
の
傾
き
が
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
横
地
正
次
郎
の
個
性
を
示
す
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

黄
高
は
、
「
銅
躍
」
の
創
刊
以
来
の
同
人
で
あ

っ
た
が
、
「
銅
鋸
」
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
ヘ
の
傾
斜
に
つ
れ
て
、
作
品
を
ほ
と
ん
ど
寄
稿
し
な
く
な

っ
て
」
湖
。
そ
の
後
、
草
野
心
平
が

Λ
文
学
性
Ｖ
の
強
い
詩
誌

「
学
校
」
を
創
刊
す
る
に
あ
た

っ
て
、
再
び
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
見
ら

れ
る
。
全
七
号
の
う
ち
、
四
号
に
長
い
詩
を
寄
稿
し
て
い
る
。

一
一
一
二

毛
布
を
捲
き
あ
げ
て
身
体
を
ま
き
つ
け
て
渋
い
眼
で
其
奴
を
視
た

病
気
に
な
っ
た
の
は
お
前
ぢ
ゃ
な
い
ん
だ

俺
ぢ
や
な
い
そ
い
つ
な
ん
だ

冷
へ
冷

へ
し
た
風
が
吹
い
て
ゐ
る

微
に
頼
笑
ん
で
ゐ
る
円
蕊
の
愛
が
再
び
寄
っ
て
バ
チ
ン
と
離
れ
て
ゆ
く



注
１３

創
刊
号
に
寄
せ
た
の
は

「
将
軍
よ
ノ
」
で
あ
る
。
近
衛
連
隊
入
隊
な
ど
の
軍
人
体
験
が
、
こ
の
よ
う
な
題
材
の
詩
を
書
か
せ
る
こ
と
に
な

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
時
代
の
推
移
に
と
り
残
さ
れ
て
い
る
の
を
自
党
せ
ず
、
過
去
の
栄
光
と
旧
来
の
作
戦
に
日
執
す
る
ゆ
え
に
、
更
な
る
国
の
危

機
を
招
き
、
若
い
勢
力
に
見
離
さ
れ
よ
う
と
す
る
将
軍

へ
語
り
か
け
る
ス
タ
イ
ル
の
詩
で
あ
り
、
新
旧
世
代
の
交
替
を
描
き
、
旧
世
代
の
も
た

ら
す
悪
弊
の
告
発
に
主
題
が
あ
る
。

こ
の
詩
は
の
ち
に

『
学
校
詩
集
』
（
昭
四

・
十
ｎ
〕

に
収
め
ら
れ
、
さ
ら
に
黄
減
自
身
の
第
二
詩
集

『
瑞
枝
』
（
昭
九

ｔ
ｐ
）
に
収

め

ら

れ

た
。
『
学
校
詩
集
』
に
収
め
ら
れ
る
に
際
し
て
わ
ず
か
の
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
「
学
校
」
初
出
本
文
を
紹
介
し
て
お
く
。

将
軍
よ
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

黄
　
　
扇
　
　
　
　
　
そ
れ
も
い
い
だ
ら
う
。
末
路
と
い
ふ
一
幕
物
に
は
…
…

将
軍
よ
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
そ
の
芝
居
に
君
は
あ
ま
り
に
も
ム
キ
で
熱
心
だ
と
か

今
時
お
の
れ
を
信
じ
す
ぎ
る
陳
腐
漢
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
の
や
う
な
首
を
か
し
げ
て
音
を
考
へ
る
と
か

君
の
手
兵
五
万
は
も
う
去
勢
さ
れ
て
進
む
力
が
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
将
軍
よ
　
今
は
本
当
に
君
の
た
め
に
イ
ヤ
な
時
だ
と
八
字
髯
を
つ
ま
む
だ

進
軍
悧
味
が
天
に
ひ
び
く
か
ら
と
言
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
う
？

君
は
北
曼
笑
ん
で
野
戦
司
令
部
に
納
ま
っ
て
ゐ
る
の
は
を
か
し
い
！
　
　
　
　
　
君
の
野
心
が
君
自
身
を
痛
め

君
の
あ
ど
け
な
い
兵
に
ま
で
の
び
て
行
く
の
は
明
ら
か
だ
が
ね
？

将
軍
よ
―
嘉
一早
兵
は
君
の
た
め
に
疲
れ
た
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
給
へ
　
最
早
君
の
よ
き
民
衆
の
声
を
探
す
に
は
む
づ
か
し
い
時
だ
！

彼
等
の
意
志
が
や
す
ノ
ヽ
と
君
の
号
令
に
動
く
と
思
ふ
の
は
ま
ち
が
ひ
だ
　
　
　
　
ま
わ
り
す
べ
て
君
の
新
し
い
敵
が

一
ば
い
満
ち
た
！

か
つ
て
は
生
命
が
も
ろ
く
散
る
の
を
喜
ん
だ
君
だ
っ
た
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
君
達
よ
り
も
光
熱
に
燃
え
輝
や
く
勇
敢
な
闘
士
達
―

今
信
念
の
た
め
に
倒
れ
る
も
の
の
強
さ
に
君
は
お
び
へ
て
ゐ
る
ね
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
対
へ
る
君
の
軍
隊
の
力
は
？

血
な
ま
ぐ
さ
い
戦
場
の
風
が
肥
満
し
た
君
の
横
っ
面
を
な
ぐ
る
時

将
軍
よ
　
そ
の
べ
ん
ノ
ヽ
た
る
腹
の
一
角
に
自
分
を
忘
れ
て
い
い
ん
だ
　
　
　
　
将
軍
よ
！
君
の
他
力
本
念
は
ま
だ
解
け
な
い
ね

夕
ぐ
れ
砂
け
ぶ
り
を
立
て
て
立
て
つ
づ
け
に
来
る
状
況
報
告
の
伝
騎
に
　
　
　
　
君
の
背
後
の
黒
い
影
、
そ
い
つ
が
心
強
い
マ
ス
コ
ッ
ト
だ
っ
て
“

君
は
悲
し
い
表
情
で
歯
ぎ
し
り
し
な
が
ら
参
謀
達
の
た
め
に
机
を
叩
く
と
　
　
　
笑
ひ
事
ぢ
ゃ
な
い
、
あ
ん
な
も
の
が
…

詩
雑
誌

「
学
校
」
研
究
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
二



あ
れ
は
俗
に
言
ふ

「
狼
の
牙
」

君
の
国
を
忘
れ
た
心
が
あ
い
つ
ら
を
迎
へ
た
！
誘
導
し
た
の
だ
！

あ
い
つ
ら
の
本
心
―
将
軍
よ
、
恐
し
い
君
の
嘆
息
だ
ね

砲
声
殷
々
だ
か
ら
と
言
っ
て
死
よ
り
以
上
の
恐
し
さ
は
な
い
筈
だ
！

若
者
達
に
は
実
際
の
と
こ
ろ
閣
下
を
透
し
て
見
へ
る
も
の
が
あ
る
！

昔
は

一
々
服
従
の
我
々
の
国
だ
っ
た

二

一
四

君
は
我
々
に
捨
て
ら
れ
る
と
思
ふ
か
ら
却
て
動
け
ま
い

国
が
君
を
追
放
す
る
時
！
と
知
っ
た
ら
悲
し
い
だ
ら
う

猪
首
が
温
泉
地
方
向
を
指
す
磁
針
に
な
っ
て
し
ま
へ
ば
簡
単
で
い
い
が

将
軍
よ
―
明
日
こ
そ
北
方
に
一
台
の
飛
行
機
が
消
へ
る
時
だ
？

あ
の
何
も
知
ら
な
い
君
の
半
減
さ
れ
た
魂
の
な
い
兵
隊
！

君
は
今
身
ぶ
る
ひ
を
し
て
ゐ
る
ね
！

だ
が
今
時
強
権
の
前
に
立
ち
す
く
む
や
う
な
若
僧
は

一
寸
珍
ら
し
い
　
　
　
　
　
無
茶
な

・
か
つ
て
の
英
雄
よ
―
猪
首
の
大
将
よ
！

君
は
知
っ
て
る
だ
ら
う
？
我
々
の
手
が
鎖
に
な
っ
た
の
を
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
の
や
う
に
威
風
堂
々
と
戦
場
で
見
え
た
く
は
な
い
か
ね
―
―

草
野
心
平
が
創
刊
号
に
書

い
た
の
は

「
血

の
話
」
で
あ
る
。

血
の
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
れ
と
お
ま
へ
と

血

ヘ
ド
が
で
た
と
い
ふ
こ
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
と
ケ
ツ
か
ら
―
―

血
が
日
か
ら
出
た
と
い
ふ
こ
と
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
だ
ん
血
に
仲
よ
し
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
は

痔
血
が
出
る
と
い
ふ
こ
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
よ
し
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
ぢ
ゃ
な
い
か

血
が
肛
門
か
ら
出
る
と
い
ふ
こ
と
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土塁
話
で
も
話
そ
う
ぢ
ゃ
な
い
か

余
分
な
血
が
出
る
と
思
へ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
胞
の
音
を
き
い
た
こ
と
が
あ
る
か

笑
ひ
ご
と
に
も
な
る
だ
ら
う
こ
と
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
胞
は
ド
ド
ー
ン
と
な
る
の
だ

注
１６

こ
の
詩
は
の
ち
に

『
学
校
詩
集
』
に
収
め
ら
れ
、

そ
の
後
さ
ら
に
、

草
野
心
平
の
実
質
的
第
二
詩
集

『
明
日
は
天
気
だ
』
（
昭
六

・
九
）
に

収
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
ゴ
一行
ず
つ
を

一
行
に
ま
と
め

（
「
血

ヘ
ド
が
で
た
と
い
ふ
こ
と
は
血
が
日
か
ら
で
た
と
い
ふ
こ
と
だ
」
の
よ
う
に
）
、

末
尾
の
三
行
を
、
「
世
界
中
に
こ
ん
な
カ
ッ
プ
ル
が
う
ん
と
こ
さ
あ
る
だ
ら
う
こ
と
は
力
ぢ
ゃ
な
い
か
」

に
変
更
し
て
い
る
。
　
一
読
し
て
わ
か

る
通
り
こ
の
詩
に
は
、

「
ぢ
ゃ
な
い
か
」
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、　
こ
れ
は
高
村
光
太
郎
の

「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
な
」
蔚
」
の
語
法
を
模
倣

し
た
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
信
吉
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
前
橋
に
集

っ
た
詩
人
達
の
流
行
だ

っ
た
よ
う
だ
。

昭
和
三
年
末
か
四
年
は
じ
め
の
冬
の
こ
と
、
私
は
酔

っ
ば
ら

っ
た
草
野
心
平
や
小
野
十
三
郎
や
そ
の
ほ
か
の
人
た
ち
と
、
夜
ふ
け
の
前
橋



の
街
を
も
つ
れ
あ

っ
て
あ
る
い
て
い
た
。
ぐ
だ
ぐ
だ
し
た
そ
の
酔

っ
ば
ら
い
た
ち
の
か
ら
み
あ
い
の
中
か
ら
、
そ
の
と
き
小
野
十
三
郎
が

「
よ
せ
よ
、
そ
れ
。
な
い
じ
ゃ
な
い
か
な
ん
て
。」
と
い
っ
た
。
誰
か
が
そ
ん
な
し
ゃ
べ
り
方
を
し
た
の
だ
。
そ
れ
は
高
村
光
太
郎
の

「
ぼ

ろ
ぼ
ろ
な
陀
鳥
」

「
上
州
川
古
さ
く
さ
ん
風
景
」
な
ど
の
詩
に

「
な
い
ぢ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
特
徴
的
な
語
法
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
こ

と
に
関
連
し
て
い
た
。

（
中
略
）
そ
れ
が
私
た
ち
の
会
話
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
わ
け
で
、
高
村
光
太
郎
の
詩
精
神
や
語
法
と
も
い
う
べ
き
も

の
は
、
地
方
都
市
前
橋
の
冬
の
寒
さ
の
中
に
ま
で
持
ち
こ
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
Ｇ
逆
流
の
中
の
歌
し

伊
藤
信
吉
が
、
語
法
の
み
で
な
く
詩
精
神
も
前
橋
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
と
言
う
通
り
、
こ
の
詩
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
身
体
的
な
負
を
正
の
方

向

へ
転
化
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
精
神
の
姿
勢
は
、
高
村
光
太
郎
の
詩
に
見
ら
れ
る
精
神
に
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

「
銅
羅
」
に
猛
獣
篇
を
寄
稿
し
、
前
に
見
た
よ
う
に
語
法
ば
か
り
か
、
詩
精
神
に
お
い
て
も
草
野
心
平
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た

高
村
光
太
郎
は
、
「
興
」
を
寄
せ
て
い
る
。

興
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
は
そ
い
つ
の
友
で
は
な
い
。

高
村
光
太
郎
　
　
　
　
　
君
見
た
ま
へ
此
の
お
も
ち
ゃ
屋
の

瑳
鉄
は
證
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
巻
の
灰
は
崩
壊
し
な
い
。

真
な
る
も
の
は
必
ず
瑳
欧
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
タ
ク
ロ
オ
ス
に
も
ら
ふ
な
ら
、

睦
鉄
の
深
み
に
転
落
せ
ぬ
も
の
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
と
に
火
の
つ
く
ハ
ヴ
ァ
ナ
が
い
い
な
。

注
１８

こ
の
詩
は
の
ち
に

『
現
代
日
本
詩
集
』
（昭
四

・
四
）
に
収
録
さ
れ
る
が
、
句
読
点

一
箇
所
の
変
更
の
み
で
本
文
の
異
同
は
な
い
。

前
半
に
お
い
て
断
言
の
ス
タ
イ
ル
で
、
真
な
る
も
の
を
求
め
て
の
瑳
跳
を
潔
し
と
す
る
高
邁

・
超
俗
の
精
神
が
語
ら
れ
、
後
半
で
、
そ
れ
を

君
に
具
体
的
に
比
喩
的
に
示
す
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
の
絶
叫
調
の
詩
が
多
く
と
る
、
客
観
的
描
写
に
、
そ
れ
か
ら
発

す
る
怒
り

・
反
抗
の
心
情

・
叫
び
が
続
く
構
成
と
対
照
的
に
な
っ
て
い
る
。

詩
雑
誌

「
学
校
」
研
究
０

二

一
五



一
一
一
六

こ
れ
ま
で
見

て
き
た
、
創
刊
号

の
詩
は
、
小
野
十
三
郎

の
訳
詩
を
除
き
、　
一
様

に
、
「
君
」
「
お
ま

へ
」
な
ど

の
対
象

に
呼
び
か
け
る

ス
タ
イ

ル
を
と

っ
て
い
る
。
対
象

に
対
す
る
連
帯
意
識

の
有
無
な
ど
、
対
象
に
対
す
る
意
識

の
点
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
詩

に
差
が
あ
る
も

の
の
、

こ
の

よ
う
な

ス
タ
イ
ル
の
詩
が
並
ん
だ
と
こ
ろ
に
こ
の
号

の
特
色

の
ひ
と

つ
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。　
こ
れ
が
偶
然
な
の
か
、　
そ
れ
と
も
、
「
学

校
」
と
い
う

Λ
場
Ｖ

へ
の
な
ん
ら
か
の
共
通

の
理
念

に
発
す
る
も

の
な

の
か
、
早
急

に
結
論
は
出
せ
な

い
。
二
号
以
下

の
作
品
の
検
討
を
も
ふ

ま
え
て
、
今
後

に
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
お
く
。

注
１
　

「
『銅
鐸
』
復
刻
版
解
説
」
昭
五
三

・
三
　
日
本
近
代
文
学
館

注
２
　
昭
四
十

・
六
、
オ
リ
オ
ン
社
。
こ
こ
で
は

『
草
野
心
平
全
集
』
第
九
巻

（昭
五
六

・
七
、
筑
摩
書
房
）
に
拠
っ
た
。

注
３
　

『詩
と
詩
人
』
（昭
二
九

・
六
、
和
光
社
）
所
収
、
初
出
未
確
認
。
こ
こ
で
は

『草
野
心
平
全
集
』
第
五
巻

（昭
五
六

・
五
）
に
拠

っ
た
。

注
４
　
草
野
心
平
自
身
が

「
銅
鐸
」
の

「
ア
ナ
キ
ス
チ
ッ
ク
な
傾
向
」
に
無
縁
で
な
か
っ
た
こ
と
は
た
と
え
ば
、
第
十
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
淫
売
婦
―
十
二

部
よ
り
な
る
長
詩
の
第

一
部
」
の
次
の
よ
う
な

一
節
か
ら
容
易
に
う
か
が
え
る
。

ド
ン
底
に
は
底
が
あ
っ
た
　
無
か
っ
た

劇
味
管
の
中
に
現
在

・
未
来

へ
の
悲
痛
な
る
叫
喚
が
あ
る

立
て
！

彼
等
を
脈
打
っ
て
ゐ
る
盲
目
な
必
然

彼
等
は
赤
と
黒
の
交
響
に
ま
で
彼
等
自
身
を
殺
□
し
て
し
ま
っ
た

し
か
し
、
ま
た
、
拾
参
号

（昭
三
二

）
で
は
、
表
紙
に
は

「
エ
マ
・ゴ
ル
ド

マ
ン
は
何
を
見
た
か
（詩
ご

と
い
う
い
か
に
も
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
詩
を
予
想
さ

せ
る
題
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
掲
載
さ
れ
ず
、
本
文
に
は
代
り
に

「
蛙

・
殺
虐
の
恐
怖
の
な
い
平
凡
な
ひ
と
時
の
千
組
の
中
の
一
組
」
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
二
段
組
の
下
段
に
掲
載
さ
れ
上
段
は
空
自
で
あ
る
。
表
紙
の
よ
う
な
詩
の
掲
載
予
定
で

一
頁
分
と
っ
て
お
い
た
と
こ
ろ
に
、

ア
ナ
ー
キ
ス
チ
ッ
ク
な
詩
が
う
ま
く
書
け
ず
代
り
に
蛙
の
詩
を
書
い
て
掲
載
し
た
と
い
う
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

そ
う
か
？

お
れ
も
そ
だ

黙

っ
て
る
と



ど
て
つ
腹
む
し
り
た
く
な
っ
て
く
る

こ
の
お
天
気
は
ど
う
だ
い
！

お
天
気
は
お
天
気
に
し
て
出
掛
べ
や

あ
い
ら
も
う
れ
し
い
ん
で
や
け
に
鳴
い
て
る
な

ん
ぐ
ベ

あ
　
ん
ぐ
ベ

唄
ひ
な
が
ら
ん
ぐ
ベ

ど
っ
た
ど
っ
た
音
た
て
て
ん
ぐ
ベ

馬
鹿
！
　
な
に
笑

っ
て
る
だ

ゲ
ッ
ヘ
　
お
ま
へ
も
笑

っ
て
る
く
せ
に

ん
ぐ
ベ
ッ
！

本
稿
で
は
、
雑
誌
へ
の
寄
稿
数
や
編
集
ス
タ
イ
ル
の
相
違
な
ど
、
い
わ
ば
外
側
か
ら
、
草
野
心
平
の
異
和
を
探
っ
た
が
、
こ
こ
に
あ
げ
た
よ
う
な
作
品
の

幅
を
、
綿
密
に
跡
付
け
れ
ば
そ
の

「
ジ
ッ
グ
ザ
ッ
グ
」
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
り
、
外
側
か
ら
の
考
察
は
よ
り
補
強
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

注
５
　

『
わ
が
青
春
の
記
』
「放
浪
時
代
　
結
婚
と
煙
突
掃
除
屋
」

注
６
　
昭
四
八

・
六
　
筑
摩
書
房

注
７
　
全
詩
人
連
合
は

「
全
詩
人
連
合
」
と
い
う
機
関
誌
を
刊
行
し
た
が
、
創
刊
号

（昭
三

・
四
）

一
冊
の
み
で
途
絶
し
た
。

注
８
　
坂
本
七
郎

「
手
紙
―
猪
狩
満
直
君
に
お
く
る
」
∩
第
二
」
七
号
、
昭
四

・
九
）
猪
狩
満
直

「
僕
の
ノ
ー
ト
よ
り
（君
へ
お
く
る
手
紙
の
代
り
に
と

（
同
前
）

岡
本
潤

「
坂
本
七
郎
へ
の
通
信
と
し
て
」
（
同
前
）
神
谷
暢

「
ぼ
く
達
は
戦
ふ
」
翁
第
二
」
八
号
、
昭
四

・
十

一
）
小
森
盛

「
詩
に
お
け
る
技
巧
―
岡
本
潤

・
そ
の
他
へ
」
（
同
前
）
小
野
十
三
郎

「
文
芸
時
評
プ
ロ
ン
タ
リ
ア
詩
に
つ
い
て
」
（第

一
次

「
黒
色
戦
線
」
五
号
、
昭
四

・
八
）
小
野
十
三
郎

「
文
芸
時
評

プ
ロ
ン
タ
リ
ア
短
歌
運
動
を
批
判
す
る
」
（同
前
、
六
号
、
昭
四

・
一
〇
）
黄
温

「
詩
集

『第
百
階
級
』
に
つ
い
て
」

∩
詩
神
」
昭
四

。
一
月
号
）
小
野
十

三
郎

「
断
片
的
抜
書
」
（
同
前
、
昭
四

・
六
月
号
）
岡
本
潤

「
詩
を
生
理
的
に
見
る
」
（
同
前
、
昭
四

・
八
月
号
）
な
ど
。

注
９
　
「
表
紙
だ
け
は
春
聯
に
使
う
赤
紙
に
中
国
の
印
刷
所
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
」
∩
『銅
鐸
』
に
就
い
て
の
私
的
回
想
し

「表
紙
は
七
夕
紙
の
赤
、
私
の
書
い

た
字
を
木
版
に
し
て
そ
れ
に
墨
を
つ
け
て
押
し
た
。」
（『
わ
が
青
春
の
記
し

注
１０
　
昭
五
八

・
六
、
戦
旗
復
刻
版
刊
行
会

詩
雑
誌

「
学
校
」
研
究
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
七



二
一
八

注
Ｈ
　
『奇
妙
な
本
棚
―
詩
に
つ
い
て
の
自
伝
的
回
想
』
昭
四
九

・
四
、
立
風
書
房

注
１２
　
『
ア
ナ
キ
ス
ト
詩
集
』
（昭
四

・
五
）
所
収
。
「附
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
一
九
二
八
年
の
夏
の
企
画
」
で
、
四
年
五
月
ま
で
発
行
が
遅
延
し
た
の
は
印
刷
の
遅

れ
、
経
費
難
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
「学
校
」
創
刊
以
前
の
執
筆
と
推
定
し
た
。

注
１３
　
黄
滅
は
、
日
本
の
陸
軍
仕
官
学
校
卒
業
。
「銅
鐸
」
十
二
号

（昭
二
・九
）
の
後
記
に
、
「黄
君
は
近
衛
連
隊
に
入
っ
た
」
と
の
消
息
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

注
１４
　
学
校
詩
集
発
行
所
刊
。
現
在
、
麦
書
房
版

（昭
五
六
・
十
二
）
と
、
『社
会
派
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
集
成
』
版

（昭
五
八
・
六
、
戦
旗
復
刻
版
刊
行
会
）
の
二

種
類
の
復
刻
が
あ
る
。

注
１５
　
ボ
ン
書
店
刊
。
昭
五
七

・
九
に
、
蒼
土
社
よ
り
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

注
１６
　
渓
文
社
刊
。

注
１７
　
初
出

「銅
鐸
」
第
十
四
号
、
昭
三
・
三
。

注
１８
　
改
造
社
版

『現
代
日
本
文
学
全
集
』
第
三
七
巻
。


